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(participer) .そのため，形態的に良く似た表現形であるジエロンデイフ (l-b) との比較においては，
現在分詞節(1-a) は「形容詞的」機能を持つものとして扱われ (LE GOFFIC (1993) , HALM臼y (2003)) , 
その一方で (2) の文における現在分詞は，競合する関係節や不定詞と同じく「動詞的」な性質を表わ
しているものとして扱われる(朝倉 (2002) LE BIDOIS ET LE BIDOIS (1971) WILLEMS et DEFRANCQ 
(2000)) ; 
(1) a. Sortant du cinéma, Paul a rencontr? Marie. 
b. En sortant du cin駑a. Paul a rencontr? Marie. 




(3) a. ?Je r ai vue marchant. 
b. J e l'aivue qui marchait. 
c. J e r aivue marcher. 
d. J e r aivue triste. 
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一連の文の中で，関係節 (3・b) ，不定詞 (3-C) ，形容詞 (3-d) を用いた文に対し，現在分詞 (3-a)
を用いたときにのみ容認性が下がってしまう. ところがこの (3・a) に補語<< dans la rue >>や<< avec 
leurs fusils >>を付加すると容認性の問題は解消される;
(4) J e l'aivue marchant dans la rue / avec leurs fusils. 
上記構文に現われる現在分詞のみならず，通常現在分詞は何らかの補語を必要とし現在分詞単独での










的述定を構成する (5) ~ (8) の構文を分析対象として選択する(ただし (6) は (5) との対照において
のみ取り上げる) ; 
(5) Sortant du cinéma, Paul a rencontr? Marie. (= 1-a) 
(6) En sortant du cinéma, Paul a rencontr? Marie. (=l-b) 
(7) Le bus freinant brusquement, ele tomba. 
(8) a.Jel'aivuedormant paisiblement dans mon lit. (= 2 ) 
b. La voil? dansant avec Paul. 
(9) r aime l'acteur jouant Hamelette. 
(10) l' amour pour le roi alait croissant. (朝倉 (2002:40)) 
(11) Je ne sais rien touchant cette afaire. 
(5) ~ (8) の構文を選択する正当性は以下の事由による.構文の弁別基準に用いた「二次的述定」と
いう概念にどのような定義を与えるかという問題はそれ自体で繊細な議論が必要とされるが (HAVU
et PIERRARD (2008a) , (2008b) ) ，ここでは『属辞タイプで，統辞ー意味的な次元において非-定形
である』という NEVEU (2000:121)，および『統辞的には統合された地位を持つにもかかわらず，意




もの， ということになる.この「属辞的述定J I文的内容」ということから， (9) ~ (11)は二次的述定







先に掲げた目的の i )は全ての章で多かれ少なかれ検討されるが，特に第 l 章で論じられる.また目
的の ii) は第 2 章~6 章で論じられる.
第 1 章:本論全体の前提となる議論として 本論で取り上げる全ての構文に共通する補語要請の問題
を取り上げる.この問題を通じて 二次的述定内での現在分詞それ自身の持つ特徴を考察することにな
る.これまで現在分詞が何らかの補語を必要とすることは指摘こそされてきたものの (GETTRUP












(12) a. ??Parlant, Maurice s' approcha de moi. 
b. (?) Bafouillant, Maurice s' approcha de moi. 
上例が示すように，両者とも完全な容認性は得られないものの， (12-b) は(l2-a) に比して相対的
に高い容認性が得られる. <<bafouiller>> は， <<parler>> と比べて動詞自体が表わす意味概念の外延が小
さい.つまり<< parler >>の表わす行為の様はより広範な意味を潜在的に有し，更に下位の意味を矛盾な











第 2 章: (5) に代表される「現在分詞構文」を取り上げる.この構文が主節に対していかなる意味を
担うのかという問題は，これまでのところ諸家様々に意味のラベル付けがなされ 必ずしも共通見解が
得られていない.本章では主にジ、エロンデイフ (6) との対照比較により 以下のことを明らかにする;
第一に，現在分詞の非時間的性質と文の線形性とが，現在分詞節の主節に対する意味の決定に大きな役
割を果たしているということ，第二に現在分詞節は主節に対して意味的従属性が弱いこと.
第一の点について言えば，現実に生起するこつの事象を A. B それぞれの事象に対応する言語要素
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を a， b と表記すると，現在分詞構文は以下の二つに大別することができる;
-時間的-論理的連続性が保たれる場合;
現実の生起 A • B 
言語表現の現われ a (主節) + b (現在分詞節)/a (現在分詞節) + b (主節)
.時間的一論理的に非連続な場合;
現実の生起 A • B 















(13) a. En fumant, Paul m' a écouté, puis il m' a demand? de la relire. 
b. ??Fumant, Paul m' a écouté, puis il m' a demand? de la relire. 
それゆえ現在分詞はジェロンデイフと異なり 補語要素の充足を持つてはじめて主節との意味関係を





第 3 ， 4 章はこの第 2 章と内容的に重なり合う問題が取り上げられる.
第 3 章:第 2 章に引き続き現在分詞構文を取り上げるが，特に現在分詞節の意味上の主語の問題を扱
う.現在分詞の意味上の主語は「主節主語と同ーである J (GIRODET (1981), GREVISSE (1986) , 










第 4 章: (7) の現在分詞絶対構文を取り上げる.この構文の場合でも分詞構文の場合同様，主節に対
する意味効果の点で諸家に一致は見られない; I原因」解釈のみを認める LE BIDOIS ET LE BIDOIS 




(14)Le travail de lﾏmprimerie se raréfiant, J ean fut mis ?pied pour une semaine 
非連続の場合には現在分調節が後置されることが多く， I同時性J I様態」の解釈が中心的なものとなる;
(15) Rambert 騁ait ?une extr駑it? du comptoir et leur (=Rieux et Tarrou) faisait signe du haut 
de son tabouret. Ils (= Rieux et Tarrou) r entourènent, Tarrou repoussant avec tranquillit?
un voisin bruyant. 
ただし前置される場合であっても，行為主聞に〈部分-全体〉の関係が見出される場合には「同時
性J I様態J I説明」の解釈も引き出される:
(16) Sa bouche projetant ses volutes de fumée , ele 馗outait la radio. 
二つの主語の間で成立している〈部分-全体〉関係が，行為自体にも延長されることにより，時間
的並行性に基づく意味が強化されるからである.
第 5 章: (8-a) の (N1-V-N2-Vant) 型の構文を論じる.この構文で主動詞 (V) が知覚動詞の場合に
現在分詞 (Vant) は関係節や不定詞を用いて置換可能であることは良く指摘されてきた (HATCHCER
(1944) , LE BIDOIS et LE BIDOIS (1971) , WILLEMS et DEFRANCQ (2000) ，朝倉 (2002)) ; 
(17)Je la vois cousant aupr鑚 de sa fen黎re. (朝倉 (2002:365)) 
(18) Je la vois coudre aupr鑚 de sa fen黎re. (ibid.,) 
(19) Je la vois qui coud aupr鑚 de sa fen黎re. (ibid.,) 
しかし不定詞と関係節が対比されることはあっても 現在分詞節との統辞的・意味的相違を詳細に検
討した研究はこれまでのところ存在していない.そこで本章では各構文の統辞的・意味的相違を明らか
にし， (17) の (N1-V-N2-Vant) 型構文では三つの構造-11: 名詞修飾」・ III: 不定詞に類する動詞句J . 
iIII: 主節に関わる付加的要素」ーを想定する.この構造的多様性により， (N1-V田N2-Vant) 構文を取り
うる主動詞が (N1-V -N2-Inf)構文の場合と比べて多種にわたることの説明を試みる.特に III の構造に




になる.この III を反映した解釈が (N1-V -N2-Vant) 型構文において優勢となり， < contempler >>, 





第 6 章:第 5 章で取り上げた構文と共に， 目的補語属辞構文とみなされる (8-b) の (voilà + N + 






で扱った (NI-V-N2-Vant> 型の構文での構造 (III) r主節に関わる付加要素」の場合にも共通すること




















第 6 章では、 rvoil? (Il y a) +名詞+現在分詞」タイプの提示表現中の現在分詞の機能が扱われる。
類似の表現である提示関係節の場合とは異なり、現在分詞節の事態は、必ずしも発話時点において展開
中である必要はない、という観察結果が指摘され、これは非時間化という現在分詞の機能自体に由来す
るものである、と主張される。
現在分詞がとりうるこれら様々な構文の分析をつうじて、現在分詞は、本来的に時間概念と結びつい
た動詞を非時間化し、動詞のプロセスの内部を切り取り、それを均質化して提示する、という機能であ
ることが最終的に結論づけられる。
本研究は、フランス語現在分詞、および関連して英語の現在分詞に関する先行研究を十分に踏まえた
上で、多数の具体的実例を収集・分析し、これら先行研究を慎重にまた説得的に相対化し、フランス語
現在分詞の機能について独自の仮説を提示したものである。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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